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2018 年度 神戸 YWCA 標語聖句　平和を勧める人の心には喜びがある（箴
しんげん

言 12 章 20 節）

　非熟練労働者の受け入れを認めた「出入国管理及び難民
認定法」の改定案が 2018 年 12 月 8 日に可決、成立した。

「入国管理局」を「出入国在留管理庁」とすることも決まった。
　「建設業」「造船・舶用工業」「介護業」「宿泊業」「外食
業」など 14 の分野で新たな在留資格として「特定技能」
を創設し、特定技能 1 号は最長 5 年間就労でき、特定技
能2号は更新していけば期限の定めなく就労できるとなっ
ている。ただし「介護業」は「介護」という在留資格があ
るので特定技能 2 号はもうけないとされている。
　人手不足が深刻だとされている中、2018 年 2 月の経
済財政諮問会議で提案され、6 月の「骨太方針 2018」で
決定され、2019 年 4 月 1 日施行を目指し急ごしらえで
10 月には法案化された。14 分野で受け入れる労働者は
今後 5 年間で、最大 34 万 5,150 人を見込んでいる。
　この特定技能 1 号を取得するには日本語試験、技能試験
に合格することが要件とされているが、技能実習 2 号（最
短では技能実習を 3 年）を終えると無試験で特定技能 1 号
への変更が認められることになる。技能実習から特定技能
に変更するものは特定技能のほぼ半数と見込まれている。
　かつての研修生制度を名称変更した技能実習制度は、建
前としては日本で技術を学び発展途上国に持ち帰る制度
とされていた。だが現実は 3 年間固定した労働力を得る
制度として機能していた。
　技能実習生は出身国のブローカーである送り出し機関
に 60 万円から 200 万円の保証金を支払って日本に来て
いる。多くの技能実習生は借金をしてこの保証金を支払っ
ている。2017 年 11 月に施行された「技能実習生保護法」
では高額な保証金や違約金の徴収は禁止されているが、相
手国での契約までは監視が及ばない。
　実習先で経営者とトラブルを起こすと受け入れ機関と
本国の送り出し機関によって強制的に帰国させられたり、
実習期間の途中で実習先に耐えかねて逃亡したりすると
この保証金は没収される。
　技能実習では転職の自由もなく、実習先の企業では加重
労働、長時間労働、残業代の未払いなど労働基準法違反の
横行するところが多くあった。

　私たちに相談のあった兵庫県の技能実習生は 1 年間の
休みが元旦と 5 月連休に 1 日のたった 2 日だった。この
実習先、残業代の時給が 1 年目は 300 円、2 年目が 400
円、3 年目が 500 円という違法なものだった。
　残業が過労死ラインを越える 100 時間超のところも多
く、このままでは倒れてしまうと助けを求める声も届い
た。実習生だけでの外出を禁止するところ、携帯やスマホ
を禁止するなど私生活を制限するところなどもあり、経営
者からの暴力、セクハラなどの訴えも届いた。
　こうした技能実習制度やその前身の研修生制度に対し
てはアメリカ国務省人身取引報告書のなかで人身取引と
強制労働であるとの批判が 10 年以上にわたって、毎年繰
り返されている。
　技能実習制度は技能実習生を外国の送り出し機関から
日本の受け入れ機関（監理団体）へと送り、受け入れ機関
は日本での実習先を指定し、技能実習生を実習先企業に送
り届け、日本での技能実習生の生活サポートを行うという
システムになっている。このシステムに人権侵害が多発し
ている。特定技能制度は技能実習制度の受け入れ機関（監
理団体）を登録支援機関に名称を変え、実習先企業を受け
入れ機関に名称を変えるだけで、その人権侵害システムは
そのまま引き継がれている。
　2018 年には 146 万人の外国人労働者が働いている。5
年間で 34 万人の外国人労働者を受け入れても、働く世代
の人口減少には焼け石の水でしかない。この先、更なる拡
大も想定される。外国人労働者なしでは日本社会が成り立
たなくなっているのが現状といえる。
　法案審議では今いる外国人労働者への人権侵害をいかに除
くかを論議することが必要ではなかったかと思える。また多
文化共生施策についてもほとんど論議されることもなく、外
国人を管理する「出入国在留管理庁」が多文化共生施策のと
りまとめをすることになり、危惧の残るものになった。
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　2020 年、神戸 YWCA は創立 100
年を迎えます。この間、喜びの時も
困難な時も、常に神様の導きにより、
また多くの会員の祈りと働きによ
り、絶えることなく活動は続けられ
ました。1918 年、ちょうど第 1 次
世界大戦が終了した年、祈りのうち
に神戸 YWCA の創立委員会は設置さ
れ、女子労働者教育、女子英語夜教
室、聖書講演会などを経て 1920 年、
神戸 YWCA は発会しました。この
年、兵庫県の依頼により、移民婦人
のための講習会も開設しました。神
戸YWCAの100年の歩みは、世界の、
また日本の歴史の歩みとともにあり

ました。時代の変遷とともに、活動
も変化していきました。しかし、私
たちはいつの時代も平和のために働
くものでありたい、一人ひとりが大
切にされる社会を創りたい、と願っ
てきました。
　2 年後に 100 周年を迎えようとし
ている今、3 月の定期会員集会では、
午後のプログラムで「これからの神
戸 YWCA」についてみんなで考える
時にしたいと思います。「私たちはこ
れから何をするの？」「何が求められ
ているの？」など、これからの神戸
YWCA の活動を考え、大いに語り合
いましょう。これからの 100 年に向

神戸「冬の家」越年越冬
　1995 年の震災時、震災前から野
宿していた人は救援対象から排除さ
れた。食料や物資の配給もなく、避
難所に入れず、入っても追い出され
る差別があった。
　いくつかのグループが 95 〜 96 年
の秋に「神戸の冬を考える会」をつく
り、神戸 YWCA もその一員になった。
会は年末年始の休庁期に東遊園地にテ
ントを建て相談活動を計画した。市は
テントの撤去を求めたが、野宿してい
る人と支援者はテント生活をし、話し
合い、神戸市と交渉し、必要な人に医
療、生活保護、安い宿所をと、全員の
今後の目途を立てて、27 日間の「冬
の家」は終了した。「年越し派遣村」
を 14 年先取りした活動だった。
　その後も月 1 回の「食事と話し合い」
を続け、神戸市との話し合いで様々な
成果があったが、野宿する人が増える
と食事が中心になり、話し合いは困難

コウベ Y 式防災講座②
ソーラークッカーを
作ろう！

　11 月 10 日（土）に開催された講
座には 15 人（うち子ども 5 人）が
参加。ソーラークッカー研究家の西
川豊子さん指導のもと、ソーラー
クッカーを作るところからスタート
しました。段ボールとガスレンジの
下敷きシートを使って作るクッカー
は、子どもでも簡単に上手に作れま
す。その後クッカーの中に入れるホッ
トドッグをみんなでワイワイと調理。
お腹が空いてきたころに、いざ、ソー
ラークッカーとホットドッグを持っ
てご近所のビルの屋上へ移動です。
晴天にも恵まれ、太陽の方向へクッ
カーを向けて設置が完了すると、あ
とは 40 分程度放置すれば完成です！

第 99 回 神戸 YWCA
定期会員集会

3 月 9 日（土）
10:00 〜 15:00

神戸 YWCA 会館 5 階チャペル

プログラム：
第 1 部（午前）　事務会

2018 年度活動報告
2019 年度活動計画・予算案
など協議

第 2 部（午後）　
神戸 YWCA100 周年

「大いに語ろう！みんなで
つくっていく私たちのこれから」

けて、神さまが共に歩んでくださる
ことを確信し、新しい一歩を踏み出
すことができればと思います。

（会長・宮田 泰子）

になった。カトリック大阪大司教区神
戸社会活動センターは、通年で毎週 3
回食事提供を続けている。
　年末年始に仕事のない日雇労働者が
助け合う「越冬闘争」が「冬の家」の
原型だった。追悼や相談は最初から
あったが、法律・医療の専門家の参加
も増えてきた。散髪、餅つきや、書初
めなどの楽しみもあり、炊き出しはそ
の一部だ。神戸YWCA「夜回り準備会」
も最初から、毎冬一回調理を担当し、
今年もチキンカレーを提供した。
　現在、「神戸 YWCA 夜回り準備会」
では、毎月 2 回の夜回り、炊き出し
の準備などをするコアなメンバーが
少なくなり、四苦八苦している。今
年も炊き出しのお手伝いをしてくだ
さった皆さん、ありがとうございま
した。機会があれば夜回りにも参加
してみてください。　　  （野々村 耀）
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　2018 年度も終わろうとしてい
る。プロジェクト Y（以下 PY）は、
ファンド、分室、学院、まごの手、
会員活動というチームで、中長期
の課題について協議してきた。
　PY ファンドでは、念願のオン
ラインクレジット決済をスタート
した。PY 分室では、阪神淡路大
震災を契機に誕生した分室活動の
今後について熱い議論を重ねた。
最終的には PY まごの手での協議
と合流し、神戸 YWCA の次の地
域福祉の形について共に話す土台
がつくられつつある。PY 学院で
は、教育団体としてのビジョンを
掲げる神戸 YWCA 活動の根幹を

担うべく、新しい学びの場につい
て検討中。そして PY 会員活動（つ
まり運営委員会）は、それら PY
をつなぎ、ビジョンミーティング
を開催。会員活動の活性化のため
に組織のあり方について検討中で
ある。一方、PY に取り組むことで、
組織の財政構造などの課題も明る
みになり、まさに「あの不思議な
光景を見届ける」ためにはどうし
ても通らねばならない関所に差し
かかっている。
　さて今後、神はどのような光景
を見せてくれるのか。おののき期
待しつつ、2019 年度に船出して
いく。　　　（総幹事・西本 玲子）

　ソーラーフードドライヤーでは簡
単ラスク作りにも挑戦しました。カ
リカリのラスクとあたたかいホット
ドッグをみんなで試食。美味しい〜！
料理教室のような雰囲気で、楽しく
作り美味しく頂き、自然の恵みに感
謝する一日となりました。

（被災者支援プロジェクト・天川 啓子）

神戸 YWCA クリスマス
　12 月 8 日（土）、神戸 YWCA クリ
スマスが行われた。第 1 部の礼拝で
は、小豆真太郎伝道師（日本基督教団
関西学院教会）が聖書（ルカによる
福音書 2:8 〜 20）の語るクリスマス
について、お話をしてくださった。第
2 部の祝会は、「讃美歌を歌おうかい」
の美しい賛美の歌で始まり、次に「分
室プリプリバンド」の軽やかなミュー
ジックセッション、「神戸 YWCA ク
イズ」に出席者全員が挑戦し、キリス
ト教基盤部はイメージ画像とピアノ演
奏と共に、詩「聖クリスマス（江口棒
一）」、「クリスマスの夜は（晴佐久昌
英）」の朗読を行い、最後に皆で讃美
歌「もろびとこぞりて」を元気よく歌っ
て締めくくった。もちろん、手づくり
のケーキでお腹も満たされ、また恒例
のクリスマスマーケットも上々の売れ
行きであった。
　なお、礼拝での席上献金は、右表
の団体に送ることができた。感謝し
てご報告します。参加者 40 人。

（キリスト教基盤部）

2018 年度 クリスマス 席上献金送付先
神戸の冬を支える会、W・S ひょうご、
神戸いのちの電話、原爆の図丸木美
術館、被災地 NGO 恊働センター、釜ヶ
崎喜望の家、日本 YWCA 東日本大震
災被災者支援募金、日本 YWCA 災害
時支援募金、神戸 YWCA 保育園、神
戸YWCA　以上8団体       （敬称略）

神戸市民クリスマス
　12 月 4 日（金）、神戸聖ミカエ

大学生になった先輩
から進路や進学に
ついてアドバイス。
まるで同窓会のよう！

ル教会（日本聖公会）にて、神戸市
民クリスマスが行われた。今年で
第 60 回目を迎え、長く続けて来ら
れた年月を思う。神戸 YWCA は毎
年「ほっとタイム」コーナーを担当。
キャロリング、子どもプログラムに
参加した親子など、集われた方々に
温かい飲み物とスナックを提供。和
やかな交流の時となった。参加約
270 人。

（キリスト教基盤部・野村 春美）
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● ちゃいやあらんど
ママと子どもたち（0 歳〜幼稚園前）のグループ。
定例オープン日
2 月 6・20 日、3 月 6・20 日（水）、11 時〜 15 時
参加費　100 円（1 回）

「ぬいぬいの会」2 月 22 日（金）10 〜 12 時

● 地域のお店くるくる
2 月 21 日（木）＊ 3 月 21 日（祝）はお休み
13 時〜 15 時 30 分
ステキなリサイクルファッションのお店です。

● カフェもぐもぐ
若年性認知症の人と仲間たちのカフェ。
2 月 2 日（土）・3 月 2 日（土）10 時 30 分〜 15 時
参加費　700 円　
＊昼食はカレーを作って食べます（要予約）。

● 木曜カフェ
毎週木曜日　14 時〜 15 時 30 分
マルシェとカフェでほっこりしませんか？

まごの手だより
　12 月に常勤ヘルパーとし
て新職員の川西正子を迎えま
した。経験のある若手として、
活躍が期待されます。
　まごの手では、「生活支援訪
問サービス」の従事者を募集
しています。利用者宅に伺い、
掃除や調理、買物などの生活
支援を行うサービスです。資
格がない人でも 2 日間の研修
を受ければサービスに従事で
きます。現在、まごの手の登
録従事者は 1 人。支援を必要
としている高齢者の暮らしを
支えています。

（所長・寺内 真子）

分室だより
　分室は 1 月 7 日より活動を
開始しました。「わいわいラン
チ」の 1 月の献立は、和えも
のに白味噌を加えたりして普
段とはひと味違うメニュー。
少しでもお正月気分を味わっ
ていただきたいという調理者
のアイデアが、利用者さんに
大好評でした。
　昨年より年間配食数が 132
食増え、毎日平均 30 食のお

弁当をお届けしている「わい
わいランチ」はボランティア
不足で大ピンチです。特に運
転できる人や車に乗って配食
してくださる人を大募集して
います。

（分室担当職員・塩見 洋子）

運営委員会報告
12 月【報告】▶世界総会派
遣者▶日本 YWCA 関連（沖
縄緑ヶ丘保育園支援募金・北
海道地震支援）▶各部・プロ
ジェクト【議事】▶ 2018 年
度運営委員会活動報告案検討
▶ 2019 年度運営委員会活動
計画案・予算案検討▶定期会
員集会の議案および午後のプ
ログラム協議。
1 月【報告】各部・プログラ
ム【議事】▶ 2018 年度運営
委員会活動報告案承認▶2019
年度運営委員会活動計画・予
算案承認▶各部 2018 年度活
動報告案、2019 年活動計画・
予算案の確認▶定期会員集会

午後のプログラムのテーマと
進行方法の検討 。

（書記・岩切 幸子）

理事会報告
　12 月 10 日（月）第 3 回理
事会開催。まごの手職員就業
規則改定の件、2018 年度財
政の件について協議承認した。

（総幹事・西本 玲子）

賛助員
岩崎 妙子　片岡 幸子　
雀部 明子　髙橋 精巧

● Peace Bridge（ピースブリッジ）
学び語り合い繋がる会「あなたの幸福度は？」
3 月 16 日（土）14 〜 16 時
場所　喫茶「エスポワール」（阪急六甲駅南側、
078-882-0351）
ゲスト　池田清さん（会友・元松蔭女子学院大学教授）
会費　1,000 円（資料代、飲物代含む）

● 河東けい ひとり語り「母―多喜二の母―」
4 月 13 日（土）15 時〜 16 時 30 分
料金　前売 2,000 円（当日 2,500 円） 、障がい者・
　　　高校生以下 1,000 円
主催　神戸芝居カーニバル実行委員会
共催　神戸 YWCA 平和活動部
定員　60 人
チケット予約・問い合わせ　神戸芝居カーニバル
実行委員会（090-1914-4907）、神戸 YWCA 事務局

神戸 YWCA 本館：神戸市中央区二宮町 1-12-10　tel. 078-231-6201

神戸 YWCA 分室：神戸市中央区坂口通 5-2-16　  tel. 078-221-5111
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分室

分室

分室

分室

その他

宮田 輝雄　丸公建設株式会社
（敬称略）

編集後記
　新年早々日本の社会は岐路に
立たされる年と予感される。そ
の中にあって神戸YWCAが「一
人ひとりが大切にされる社会」
をめざし活動できる団体であり
続けたい。（S・T）


